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　さる 10 月７日（土）～８日（日）、陸平貝塚公園で「おかだいら縄文フェスタ 2023」が開催されました。
　７日（土）は、縄文の森コンサート（主催：陸平をヨイショする会）、８日（日）は体験を主にしたイベントで、
秋晴れの陸平貝塚にコンサートや体験を楽しむ人々が訪れました。
　今回で23回目となった縄文の森コンサート「大地に響く縄文の音色」は、縄文笛つよしさんの土笛とフルー
トの演奏。縄文笛さんは、これまで機会あるごとに陸平で演奏していただいており、縄文の森コンサートも今
回で３度目のご出演でした。
　土笛の音色は、秋晴れの陸平の森に心地よく響き渡りました。縄文笛さんは生まれながらに視力が弱く、現
在はほぼ見えないそうですが、縄文人が現れてきそうな素晴らしい土笛の演奏とともにお話も大変面白く、思
わず笑いがでる和やかなコンサートでした。俳句や俚謡とコラボするコーナーなどもあり、瞬く間に楽しいひ
とときが過ぎていきました。
　次回の陸平貝塚公園のイベントはゴールデンウィークで、体験イベントを開催する予定です。

縄文の森コンサートでの縄文笛つよしさんの土笛演奏

陸平に響く縄文の音色♬♬ ♪♪ ♫♫ ♩♩
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おかだいら縄文フェスタ
2023

縄文の森コンサートは陸平の樹々に囲まれた野外ステージでおこなわれました

まが玉作り

陸平貝塚見学ツアー。展示室を見学してから遺跡にむかいました。

“土笛や縄文びとの秋の歌”
笛の音色のなか俳句や俚謡を披露

縄文クッキーコーナーは
美味しそうな匂い

親子で土器を作り楽しいひととき

作った土笛で縄文笛さんとコラボ

火おこし体験。火がついた！
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現
在
、
美
浦
村
で
染
物
業
を
営
ん
で
い
る
の
は
唯
一
、
浅

野
染
工
場
で
、
染
師
の
浅
野
榮
一
氏
は
小
紋
染
め
、
な
か
で

も
縞し

ま
ぞ
め染

を
中
心
に
制
作
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
紋
は
字
の
ご
と
く
小
さ
な
紋
様
で
、
家
紋
に
由
来
し
、

江
戸
時
代
の
武
士
の
正
装
で
あ
る
裃

か
み
し
もか

ら
発
展
し
ま
し
た
。

　

浅
野
家
は
祖
父
の
代
か
ら
染
物
屋
で
、
当
初
は
藍
染
め
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
・
康
氏
の
代
か
ら
小
紋
の
型

染
め
に
か
わ
り
ま
し
た
。
小
紋
染
め
の
着
物
は
、
遠
目
に
は

無
地
に
見
え
る
ほ
ど
非
常
に
細
か
い
紋
様
が
染
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
見
た
目
の
派
手
さ
が
な
い
小
紋
の
型
染
め
は
、
型
紙

の
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら
反
物
を
染
め
て
い
き
ま
す
が
、
少

し
の
狂
い
も
な
く
染
め
て
い
く
技
術
と
と
も
に
、
繊
細
な
型

紙
を
彫
る
彫
師
と
の
双
方
の
高
度
な
技
術
に
よ
り
成
り
立
つ

職
人
技
が
、
見
え
な
い
部
分
に
詰
ま
っ
て
い
る
奥
深
さ
が
あ

り
ま
す
。
榮
一
氏
が
使
う
型
紙
は
す
べ
て
重
要
無
形
文
化
財

「
伊
勢
型
紙 

縞
彫
」
保
持
者
で
あ
っ
た
故
児こ

だ
ま
ひ
ろ
し

玉
博
氏
に
よ
る

貴
重
な
も
の
で
、
優
れ
た
彫
師
と
の
関
係
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

榮
一
氏
は
２
０
０
７
年
「
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）」

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
多
く
の
家
で
機
織
り
を
し
て
、
日
常
生
活
の
な
か

で
も
ま
だ
着
物
を
着
る
機
会
が
多
か
っ
た
頃
に
は
、
浅
野
家

だ
け
で
は
な
く
、
木
原
や
郷
中
、
大
谷
、
八
井
田
な
ど
の
地

区
に
染
物
屋
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

染
物
屋
は
藍
染
め
を
お
こ
な
う
店
と
、
白
生
地
を
柄
物
に

染
め
る
店
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
で
染
め
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
家
々
に
よ
り
染
め
て
も
ら
う
店
は
大
体
決

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
範
囲
は
美
浦
村
内
の
ほ
か
稲

敷
市
（
旧
桜
川
村
、
旧
江
戸
崎
町
）
や
土
浦
市
、
千
葉
県
の

神
崎
ま
で
及
び
ま
し
た
。
木
綿
糸
を
染
め
に
出
す
場
合
は
藍

染
め
で
、
綿
か
ら
紡
い
だ
糸
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。
糸
を
藍

に
染
め
て
も
ら
う
と
機
織
り
機
で
織
り
、
農
閑
期
の
う
ち
に

野
良
仕
事
で
着
る
野
良
着
を
仕
立
て
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

絹
で
織
っ
た
白
生
地
は
店
に
持
ち
込
ん
だ
り
、
家
々
を
回
っ

て
き
た
人
に
頼
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
見
本
帳

か
ら
ど
の
よ
う
な
柄
に
染
め
る
か
を
決
め
て
染
め
に
だ
し
て

い
ま
し
た
。
昔
は
お
嫁
に
行
く
と
き
に
一
生
分
と
い
わ
れ
る

く
ら
い
の
枚
数
の
着
物
を
用
意
し
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
染

物
屋
も
身
近
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

天て

ん

下か

一い

ち

　
浅あ

さ

野の

染せ

ん

こ

う工
　
江え

ど戸
小こ

紋も

ん

「
美
浦
か
る
た
」は
、
共
に
輝
く
み
ほ
の
会（
美
浦
村
女
性
行
政
推
進

協
議
会
）が
制
作
し
た
美
浦
村
の
魅
力
を
紹
介
し
た
か
る
た
で
す
。

　
子
育
て
・
教
育
→
図
書
室
→
美
浦
か
る
た
　
で
検
索
！

　https://w
w
w
.vill.m

iho.lg.jp/page/page001902.htm
l

「
美
浦
か
る
た
」
で
知
る
み
ほ
の
文
化
財

今
回
の
札
は

「
ん
」

※
江
戸
小
紋
と
い
う
名
称
は
、
１
９
９
５
年
に
東
京
の
小
紋

染
職
人
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
か
ら

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
今
回
は
20
年
ほ
ど
前
に
浅
野
榮
一
氏
、
そ
し
て
当
時
70
～

90
歳
代
の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
た
、
機
織
り
に
関
わ
る
お

話
の
な
か
か
ら
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
に
お
い
て
「
江
戸
の
粋
、
極
上
の
縞 

浅
野
榮
一
の
江
戸
小
紋
」
が
12
月
3
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
展
示
で
は
様
々
な
小
紋
の
紋
様
の
型
紙
と
そ
の

型
紙
で
染
め
た
着
物
や
反
物
を
通
し
て
浅
野
氏
の
技
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
へ
。
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現在店舗（コメリ）がある場所で、縄文時代と古
墳時代の住居の跡が見つかりました。

（「陸平通信105号」でご紹介。HPで閲覧可能）

みほふれ愛プラザ前の 125 号バイパス付近の
道路整備に伴う調査で、新たに奈良時代にも集
落が営まれたことが判明しました。

大須賀津地区の道路整備に伴う調査により、霞
ケ浦湖岸の砂州上における人類の活動の一端が
明らかになりました。

現在ゴルフ場のある安中地区にあった陸平貝塚
に隣接する遺跡で、両遺跡ともに古墳時代の集
落の跡が確認されました。■頒布価格 2,700 円

梅梅
ば いば い

  朝朝
ちょうちょう

  基基
きき

  礎礎
そそ

  落落
ら くら く

  語語
ごご

今年の最後も
落語で楽しく！

◆日にち　12 月３日（日）
◆開　演　午後 1 時 30 分から
◆場　所　文化財センター
◆出　演　好文亭梅朝
※当日、直接文化財センターにお越しください

◆お問合せは、文化財センターへ◆　　☎０２９－８８６－０２９１

自分で作った門松で
　　　新しい年をむかえましょう
◆日にち　　12 月 27 日（水）
◆開　演　　10 時～ 12 時
◆場　所　　文化財センター
◆定　員　　８名（先着）
◆体験料　　５００円
◆申込み　　文化財センター
　　　　　　（12 月 13 日から受付）

ミニ門松つくりミニ門松つくり

　遺跡のある場所に建造物や道路をつくる等、地中に残されている遺跡が工事に
より失われる場合、事前に発掘調査がおこなわれ、どのような内容の遺跡かを報
告書としてまとめ、記録を残しておきます。
　発掘調査をすでに終えている 5 つの遺跡の発掘調査報告書が刊行されました。
これらの報告書はすべて美浦村中央公民館図書室で閲覧、貸出可能です。『ミコヤ
遺跡・宮脇遺跡』についてのみ文化財センターで頒布しています。

『ミコヤ遺跡・宮脇遺跡』『岸内遺跡』

『大谷貝塚』『野中東遺跡』

文化財センター臨時休館のお知らせ
　文化財センターは空調設備更新工事のため、下記期間、休館になります。文化財業務はおこなってい
ますが、工事に伴い職員通用口にて対応をさせていただく場合があります。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。

【臨時休館】令和5年12月28日（木）～令和6年2月5日（月）
※月曜日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）、1 月 9 日は文化財業務もお休みになります

新たな村内遺跡の発掘調査報告書が刊行されました
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